
（82）

仏ぶ
つ

母も

寺

曹
洞
宗
寺
院
で
片
瀬
に
あ
る
。
元
禄
九
年
（
一
六

九
六
）
大
野
郡
伊い

自じ

良ら

猪
右
衛
門
昌
勝
が
、
小
山
村

（
現
大
野
市
）
下
舌
に
一
宇
を
創
立
、
宝
慶
寺
二
十

八
世
寂
心
雲
波
和
尚
を
招
い
て
開
山
と
し
仏
母
院
と

称
し
た
。
そ
の
後
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
四
月
、

片
瀬
村
と
勝
山
笹
又
権
兵
衛
が
勝
山
藩
に
出
願
し
、

宝
慶
寺
の
承
諾
を
経
て
今
の
片
瀬
に
移
し
、
無
檀だ

ん

寺

（
檀
家
な
し
）
と
し
て
、
真
の
禅
味
を
悟
る
の
に
格

好
の
近
郷
唯
一
の
寺
院
と
さ
れ
て
き
た
。
明
治
四
十

一
年
仏
母
寺
の
寺
格
を
得
て
い
る
。

仏
母
寺
は
片
瀬
区
の
上
方
に
林
の
中
に
ひ
っ
そ
り

と
佇

た
た
ず

み
、
参
道
を
少
し
進
む
と
二
メ
ー
ト
ル
余
の
石

垣
が
あ
り
、「
不ず

レ

許
ゆ
る
さ三

葷く
ん

酒し
ゅ

入い
る
ヲ二

山さ
ん

門も
ん
二一

」
の
石
柱
が
建

つ
。
石
段
を
上
れ
ば
山
門
が
あ
り
、
入
母
屋
造
り
銅

板
葺
き
の
大
き
な
本
堂
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
茅か

や

葺ぶ
き

の
建
物
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
、
多
田
清
氏

に
よ
り
改
築
さ
れ
る
。
本
堂
内
に
は
、
五
百
羅ら

漢か
ん

像

（
未
完
）、
十
六
羅
漢
像
、
釈
迦
三
尊
像
（
本
尊
と
さ

れ
る
筈
の
仏
像
）
等
が
安
置
さ
れ
る
。

本
尊
は
ヒ
ノ
キ
一
木
造
り
の
延え

ん

命め
い

地

蔵
菩
薩
立
像
（
公
共
施
設
で
保
管
）
で
、

平
安
時
代
初
期
の
作
と
い
う
。
秘
仏
と

し
て
ご
開
帳
は
三
十
三
年
に
一
度
で
、

平
成
四
年
五
月
に
行
わ
れ
て
い
る
。
像

高
は
七
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
僧
形

の
立
像
で
、
頭
部
が
大
き
く
体
部
も
が

っ
し
り
と
し
、
衣え

文も
ん

も
太
く
刻
ま
れ
、

全
体
的
に
力
強
さ
の
残
る
像
で
あ
る
。

頭
部
は
頂
が
平
ら
で
、
四
角
く
奥
行
き

が
深
く
作
ら
れ
る
。
左
手
に
宝
珠
を
持
つ
が
、
右
手

は
掌

た
な
ご
こ
ろ

を
正
面
に
向
け
下
に
垂
ら
し
て
い
る
。（
山
形

大
学
講
師
長
坂
一
郎
氏
の
論
文
よ
り
引
用
）

こ
の
寺
は
「
勝
山
八
景
の
一
つ
（
師
山
の
秋
月
）、

大
師
山
の
麓
に
直
下
に
在
り
て
、
眺
望
絶ぜ

っ

佳か

、
小
笠

原
候
君
主
屡し

ば

々し
ば

曳え
い

杖じ
ょ
う

せ
ら
れ
き
」（『
大
野
郡
誌
』）

と
あ
り
、
小
笠
原
藩
八
代
長
守
公
や
文
人
墨ぼ

っ

客き
ゃ
く

が
訪

れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
境
内
に
は
正
岡
子
規
門

下
の
松ま

つ

瀬せ

青せ
い

々せ
い

や
勝
山
出
身
の
首す

藤ど
う

素そ

子し

、
伊
藤
柏は

く

翠す
い

等
の
句
碑
も
あ
る
。

古
く
か
ら
片
瀬
村
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、

釈
迦
の
生
誕
を
祝
う
灌か

ん

仏ぶ
つ

会え

・
涅ね

槃は
ん

会
・
地
蔵
会
・

節
分
な
ど
が
行
わ
れ
、
屋
根
の
茅
葺
き
か
え
な
ど
の

寺
院
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。

現
在
は
三
国
の
久
昌
寺
（
通
称
は
羅
漢
寺
）
の
住

職
が
管
理
さ
れ
、
毎
月
二
十
四
日
に
読
経
と
写
経
が

行
わ
れ
る
。

勝
山
市
文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔

家庭の日 

交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

367件 
65件 

3人 

－3 
－4

（20） （＋8） 

（2） （＋2） 
＋3

73人 
302件 

－12 
0

件数内訳 平成１９年9月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

10月の納税 

市県民税s3期 

納 期 限s10月31日（水） 

口座振替s10月26日（金） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

8月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

9月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
－ 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

13,080人 
14,303人 
27,383人 
8,122世帯 

9 
4 
13

13,063人 
14,289人 
27,352人 
8,110世帯 

17 
14 
31 
12

16 
5 
21

7 
13 
20

17 
26 
43

転　出 

人口の動き 

休日・祝日在宅当番医 
診療時間sAM９:００～PM５:００ 

消防署（188－0400） 

10/14
（日） 

こ せ 整 形 外 科  
188－6655

10/21
（日） 

た け と う 病 院  
188－6464

10/28
（日） 

木 下 医 院  
187－3333

11/3
（土・祝） 

竹 下 中 央 内 科 医 院  
188－1121

11/4
（日） 

坪 川 医 院  
189－1035

11/11
（日） 

小 林 眼 科  
187－7888

○
休
日
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

編集後記 

火災発生 

188－5100（テープ吹き込み） スポーツを楽しみ　よい本に親しもう 

発行/福井県勝山市　編集/市長公室秘書・広報課
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1 TEL 0779－88－1114 FAX88－0222
〈URLアドレス〉 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/ 〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.fukui.jp

s10月は秋本番。スポーツの秋、

芸術の秋、食欲の秋、行楽の秋、

読書の秋など、秋には人それぞれ

の楽しい過ごし方があります。暑

くもなく寒くもないこの時期は、

気力や体力も充実します。これを

機会に仕事以外の人脈を広め交友

を温めることも大事なことです。

健康に気をつけて自分なりの秋を

見つけてくださいs19年度も上

半期が終了。今月の紙面には18

年度の決算状況の報告と共に、上

半期に実施した身近な事業の経過

もお知らせしていますs10月か

ら市の各部署へ直通電話がかけら

れるようになりました。詳細は、

7ページを参照ください。
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写真上は仏母寺
写真下は「延命地
蔵菩薩立像」童顔
風の顔立ちである
が、眼は釣り上が
り、尾翼を張り、
口をやや突き出し
気味にして厳しい
表情をみせる


